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ハツラツと爽やかにワイズ活動を地域社会に広げよう 

Let our actions Shine in the Community! 

会長 福原 吉孝 

会長を引き継ぎ、あっという間に半年が

過ぎてしまいました。今年度は「地域の文

化を知ろう」というテーマに沿って、谷崎潤

一郎記念館より井上先生の講演をお願

いし、大変興味深く拝聴する機会となり

ました。「緑作業所」の方々とチャリティランでの活動等が楽

しい出来事でした。もう一つのテーマである「ＹＭＣＡをもっと

知ろう」の元、ＹＭＣＡ水野総主事をお招きし講演を頂き、

また吉島のキャンプの報告を若いリーダから、キャンプの意義

や若いリーダ達の活動を知ることも出来ました。若い頃に参

加したキャンプを思い出されたことでしょう・・・西宮クラブが主

催した東日本震災のシンポジュウムに参加しましたが、衝撃

的な津波の震災ＤＶＤを拝見し、ショックを受けました。ただ、

地元のＹＭＣＡが粛々と地道にボランティア活動は誇らしく、

嬉しい気持ちになりました。兄弟クラブである盛岡クラブから

参加された井上ご夫妻との交流も嬉しい出来事でした。愉

しくなければワイズ活動ではないといわれています。楽しい活

動でなければ長続きしません。ほんの少しだけ、皆様の出来

る範囲でお力を無理なく社会に貢献するワイズ活動にお力

をお貸しください。よろしくお願いします。 

12 月例会出席表 

ＢＦ切手    0ｇ
累計      0ｇ 

第１例会出席者

メンバー  1７名
ビジター  32 名
ゲスト   １５名
メネット  8 名
ｺメット   0 名
合 計  ７２名

例会出席率 
出席者   1６名 
メイクアップ  0 名 
合 計   16 名 
在籍者   18 名 
（広義会員 １名） 
出席率 94.12％ 

ニコニコ 10,000 円 
累計  85,114 円 

主   題 

国際協会会長  IP Isaac Palathinkal 

言葉より行動を Theme: Talk Less, Do More 

アジア地域会長 岡野泰和 
未来を始めよう、今すぐに Ｓｔart Future Now 
西日本区理事  松本武彦 
響きあい、ともに歩む 

To walk together, echoing each other 
六甲部部長  多胡葉子 
あなたとわたしの Y’s ダムを YMCA とともに-ユース、交流、地域-
Ｙ‘ｓ dom is yours and ours. Let’s share it with YMCA  
  ―Youth, Friendship and Communityー 
芦屋クラブ会長 福原吉孝 
 ハツラツと爽やかなワイズの活動を地域社会に広げよう  
 Let our actions Shine in the Community!  
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Address ：Yoshitaka Hukuhara 〒 659-0023  14-20-714 Kusunoki-cho Ashiya 
Hyougo.JAPAN 
Mail ： y-fukuhara@ae.auone-net.jp Tel  0797-38-8332  

今月の聖句 
夕方になると、人々は悪霊に取りつかれていた者を大勢連れてき
た。イエスは言葉で悪霊を追い出し、病人を癒された。 それは、
預言者イザヤを通して言われていた事が実現するためであった。
「彼はわたしたちの患いを負い、わたしたちの病を担った」 

＜マタイ福音書 ８：１６～１７＞ 

1 月第１例会 
と き：  2015 年 1 月２１日（水) 19：00～21：00 

ところ：  ホテル竹園３Ｆ   

司 会：五十嵐政二ワイズ    

受 付：桑野友子ワイズ・島田保子メネット 

１．開会点鐘 福原吉孝会長 

２．クラブソング斉唱 一同 

３．聖書朗読 羽太英樹ワイズ 

４．ゲスト・ビジター紹介 五十嵐政二ワイズ 

５．食前感謝 都筑省三ワイズ 

６．食事・歓談 

７．メンバーズ・スピーチ 藤川晃成ワイズ 

８．第２例会議事録の承認 福原吉孝会長 

９．事業委員報告・その他 各委員＆メンバー 

10．ＹＭＣＡニュース 藤田良祐連絡主事 

11．ニコニコ献金報告 島田恒ワイズ 

12．誕生祝い 福原吉孝会長 

 都筑泰子・島田保子メネット 

13．閉会点鐘 福原吉孝ワイズ 



クリスマス祝会報告 

日 時：12 月 23 日（(火・祭）18 時～21 時 15 分 

場 所：ホテル竹園芦屋 3 階 飛鳥の間 

司 会：福原吉孝ワイズ、柏原佳子ワイズ 

出席者：メンバー＆メネット、ビジター・ゲスト合計 71 名 

 
今年は、青色ＬＥＤの発見でノーベル賞の受賞、スポーツで

はテニス錦織選手が世界ベスト５位で世界１位を破り、スケ

ートでは羽生選手の金メダルなど日本人の目覚ましい活躍

に興奮と誇りを持ち意義ある年であった。 

冒頭に芦屋クラブ福原より歓

迎の挨拶と開会点鐘にて開始、

全員でワイズソングを斉唱し礼

拝の部では五十嵐メンの聖書

朗読、祈祷、奨励では権伝道

師より「クリスマスの本当の意

義は・・」のお話は大変示唆に

富み、礼拝の部は大変厳粛

な雰囲気であった。さらに恒例

行事となっている女性一同によるキャンドルを持って「あれ野

のはてに」の爽や

かな歌声が会場

に響きわたり、ほ

のぼのとしたキャン

ドルライトに照らさ

れた美しい歌声

が映え一層厳粛

な気分となった。

その後、来賓の挨拶があり、ＹＭＣＡへ会館建築資金の贈

呈式を行った。 

第二部では篠坂メンよ

りお世話して頂いた「ボ

トムズ アップ」の演奏

を楽しみ、「スパイシー

エンゼル」が、カントリー

ダンスを指導するシンベ

エ先生の元、楽しいダ

ンスが披露され、華や

かなファッションで会場

はさらにウェスタンの雰

囲気となった。会場では芦屋クラブの全員が、テンガロンハッ

トをかぶり雰囲気を演出していた。 

食事の時間となり

水野総主事の食

前感謝、多胡六

甲部部長より乾

杯の音頭で賑や

かに食事となった。

カントリーミュージ

クジが流れる中、

あちらこちらで楽し

そうな笑い声に包まれ会話が弾み愉しいパーティーの開始と

なった。 

オークションでは芦屋クラブメンバ－が持ち寄った品物に会

場から多くの声がかかり、サンタの衣装をまとった藤田連絡

主事が品物を配布し瞬く間に売り切れとなった。芦屋クラブ

の品物はワイン、紹興酒、洋皿等多岐に渡り好評である。

堤メンからの淡水パールのネックレスは入手した参加者は大

変喜んで頂いたと思う。オークションの金額は 69､500 円でＹ

ＭＣＡ水野総主事に献金となった。 

ミュジック＆ダンスタイムでは、「スパイシーエンゼル」のダンスと

シンベエ先生のダンス指導のもと、全員が手を繋ぎ輪になり

楽しくダンスを楽しんだ。大変踊りやすいダンスで熱気と笑い

声、手拍子の中、賑やかに盛り上がり、華やいだ雰囲気に

なった。全員の笑い声と寛いだ様相の中、カントリーミュージ

ックとダンスに酔いしれた。 

楽しい時間は過ぎるのも早くあっという間にフィナーレとなりＹ

ＭＣＡの歌、続いて全員が輪になって手を繋ぎ「きよしこの

夜」を歌い羽太前会長より閉会挨拶、福原より閉会点鐘

にて無事に終了となった。芦屋クラブ全員が出口でお見送

りをする中、お客様方から「今年も美味しい料理と面白い

演出、有難う」の言葉は大変嬉しく感じる。 

今年は篠坂メンのお世話頂いた「ボトムズ アップ」のバンジ

ョー、ベースの響き、ボーカルの歌声は素晴らしく大変感銘

を受けた。渡辺ウィメンの手作りテーブル花、緑作業所のク

ッキー馬路村のポン酢も完売しました。それぞれの役割をこ

なした芦屋クラブの皆様、全員がテンガロンハットをかぶり、

ウェスタンの演出は大成功でした。おもてなしに頑張って頂

いた芦屋クラブの皆様・・・本当に感謝致します。有難うござ

いました。                       福原吉孝 



芦屋クラブクリスマス会アピール・クラブ訪問記 

神戸クラブクリスマス会に参加 

１２月１３日 リストランテ ビッビにて開催され、五十嵐ご夫

妻と一緒に参加した。ワイズソングを斉唱し、中道基夫様

（日本基督教団 牧師）より２０１４年のクリスマス物語のお

話を拝聴し鵜丹谷メンの司会にて懇親会となった。 

小林タキヒロ氏のギター演奏、ｔａｒａＢさんの女性ボーカルの

歌は、ゆったりとした温かい歌声で、ギター演奏とともに大変

心地よかった。美味しいイタリアン料理とワインを楽しんだが、

何ともファミリーのような雰囲気で楽しく歓談が出来、いいお

喋りと笑い声が溢れていた。当日は大変厳しい寒さであった

が、神戸クラブの温かい雰囲気が寛いだ心地よい空間を演

出していた。楽しい中、芦屋クリスマス会のＰＲをしっかりした

事も報告しておきたい。神戸クラブ様、愉しい時間を有り難

うございました。                  福原 吉孝 

西宮クラブ ６６周年・クリスマス祝会に参加 

去る１２月１３日１７時より神戸グリーンヒル ホテルにおいて

盛大に開催され、芦屋クラブより３名が参加する。第一部

は通例のセレモニーが行われゲスト・ビジターの紹介に続き

西宮クラブのメンバー全員（その数の多いこと）がステージに

並び自己紹介された。その中のメネットの方が「最近やっと 

ワイズが楽しくなって来た。』との一言が何となく心に・・。 

また西宮クラブが６６周年を迎えられたと聞き、その「長き道

のり』を歩んで来られた事に敬服すると共に範としたく。第二

部は祝宴に入りメンバーの方々がお薦めのウイスキー・ワイ

ン・日本酒等と共にビュッフェスタイルで数々の美味しい料理

を和やかに頂いた。その中程からは昨年同様の益々お元気

なシニアの方々によるカントリーバンドが登場。西宮、芦屋

両クラブレディースのカントリーダンスも加わり、より一層華や

かに・・。 

第三部は古澤牧師により微笑ましいクリスマス メッセージを

頂き、あちこちでクスクス。その後に讃美歌・全員によるキャ

ンドル サービスと「聖し この夜」の合唱で厳かなムードの中

で閉鐘となる。桑野、柏原、篠坂、畠中メネットと琶子ちゃ

んの５名が参加しました。             篠坂幸彦 

神戸西クラブクスマス会に参加 

１２月６日、六甲部のトップをきって神戸西クラブのクリスマス

祝会が神戸元町の風月堂のレストランで開催された。元町

はかっての賑わいはないものの、ルミナリエも始まって結構の

人通りで、センター街から元町本通りをよく歩いたのが懐かし

く思い出された。 

さて、祝会はメン・メネット・ゲストを入れて１３名と参加者は

多くないが、田中豁牧師の説教はとてもユニーク、１２月２５

日をキリストの生誕日としてクリスマスを祝うようになった歴史

はとても興味深かった。 

また、毎年趣向を凝らしたレクリエーションタイムを設けている

が、今年は２チームに分かれての連想・伝言ゲームで、豪華

な賞品を狙って皆けっこう真剣に楽しんだ。風月堂のレスト

ランは初めてだが、料理はお洒落で美味、また来たいなと思

わせる。芦屋クラブクリスマス祝会のアピールの時間も頂いた

が、残念ながら常連の加茂夫妻がお怪我のため、大田メン

だけの参加となった。                 

桑野友子 

神戸ポートクラブクリスマス会に参加 

12 月 11 日（木）於グリーンピアホテル神戸 

ポートクラブの方達は例会に先立って特別養護老人ホーム

「オリンピア」で礼拝と祝会を済まされ、クリスマスを祝う喜び

と御奉仕をされた高揚感とが会場に満ちていました。大きく

しつらえた長テーブルを囲み、若々しい森会長の開会点鐘、

西沢牧師による聖書朗読、と厳粛に例会は始まりました。

プログラムは“みんなで祝おう，私たちのクリスマス”とのキャプ

ションつき。大野勉さんのギターが終始祝会を盛り上げ，“み

んなが，私たちが”出演者になり、桑野メンは急遽トーンチャ

イムを持たされ即席の演奏、メネット主査大野智恵さんのマ

リアハープと私のプサルターとの本邦初演の迷合奏など・・・。

演奏の最後はゲストの奈良昭彦メンがリコーダーを奏でられ

厳粛さが取り戻されました。共に歌い，奏でて祝ったクリスマ

スの会でした。                  五十嵐かほる 

宝塚クラブクリスマス会に参加 

２０１４年１２月１０日（水）６時よりチャペルでクリスマス礼拝、

関西大学神学部教授 

 嶺重 淑牧師の奨励は「静かなクリスマス」と題され話され

ました。場所を移して弾き語りのゴスペルがクリスマスのムード

を高め、５テーブルには女性が目立ち、ゲストの方もお馴染

の方が多く私と上野ワイズのテーブルも和やかな話題と笑い

が広がりました。宝塚という地名とホテルはロマティックな夢を

誘い、少し華やかなモードも許される。アルコールが無く男性

方には物足りない分、お料理が美味しく綺麗で、芦屋クラ

ブのクリスマスアピールの時間もご用意いただき女性会長の

きめ細やかな心配りが。用意された可愛いプレゼントを童心

に却って輪になりジングルベルの曲にあわせてＧＥＴ♪７名の

ご参加に感謝。                    

柏原佳子 

神戸学園都市クラブクスマス会に参加 

12 月 13 日（土）神戸学園都市 YMCA で 18 時より開催さ

れたクリスマス会に、上野1人でしたがクリスマス会アピールで

参加しました。 

ユースの参加もあり 40 名ほどの参加者でした。上野は初め

ての神戸学園都市クリスマス会でしたので、興味津々でした

がワイズとの交流はマイクでの交流で、なかなか年齢差の壁

を超えるのは難しいなと思いました。 

東京武蔵多摩クラブと DBC の関係で、宮内友弥ワイズが

参加されており、上野が区書記をしていた 5 年前の東日本

区会計の関係で会話が弾みました。東の不祥事JEF基金

はすべて返金されたとのこと、ビックリでした。 

中村ワイズの芦屋クラブクリスマス会参加は決まっており、顔

見知りのメンバーに声かけれど成果は得られずと苦戦しまし

た。でも、2 次会に駅前の居酒屋に行き楽しみました。 

上野恭男 



メンバーズスピーチ 

講師   藤川晃成ワイズ 

テーマ   藤川ドクターのためになる医療講座 

第３回目 「老いを豊かに」 

 

第１回目 緩和ケアについて 

第２回目 メタボを考える 

 

クリスマス祝会準備例会議事録（抄） 

と き： 12 月 17 日（水）  17:15～20:00 

ところ： ホテル竹園１F ラ・ルー 

＜出席者＞ 福原吉孝、五十嵐政二・かほる、上野恭男、

柏原佳子、桑野友子、篠坂幸彦、権甲植、藤田良祐、

羽太英樹 （10 名）                 敬称略 

＜議 案＞ 

今後の例会予定 

12 月 23 日（火・祝） クリスマス祝会 於：竹園  

カントリーバンド 「ボトムズ・アップ」篠坂メンがアレンジ。 

＊第一部の礼拝の部司会者を五十嵐メンが担当すること

とし、祝祷を最後に酢など修正する。  

＊オークションに出品を確認し竹園に預ける。 オークション

ではあまりに値が上がり過ぎないように留意する。  

＊渡辺ワイズ提供のテーブル花はテーブルごとに 1000 円で

販売し収益はクラブファンドとする。 

＊アピールのため他クラブクリスマス例会に参加したメンには

会費の１／３を会計より補助する。 

１月例会 １月 21 日（水） メンバーズスピーチ： 藤川ワイ

ズ 

２月例会 ２月 18 日（水） 事務例会 

＊次期会長方針、六甲部次期主査、次期役割分担等

の討議をした。 

11 月度会計が桑野会計より報告され、了承する。 

その他 （六甲部関連行事） 

＊ＹＹフォーラム （於：神戸栄光教会）： １月 17 日（土）  

出席予定者： 福原、上野、桑野、柏原、篠坂、五十嵐

夫妻、羽太 （その他メールで募る） 

＊神戸ＹＭＣＡ支援チャリティー・イベント（於：カトリック神戸

中央教会） ： １月 24 日（土）基調講演： 田口 壮氏   

神戸ＹＭＣＡ建築支援募金イベントで、チケット（￥1000）

30 枚の割り当てがあり、１人１枚を購入を決定。 

＊EMC 委員会 （六甲部大田 EMC 主査主催） ： １月

29 日（木） 於：賀川記念館 

出席予定：  柏原メン、島田メン 

＊第２例会後の懇親会：藤田連絡主事の費用をクラブで

負担する。 

（追記） 

例会後、上野ワイズより六甲部会計への神戸 YMCA 建築

募金の送金 11 万円は、1 万円が第 2 例会で未承認であ

るとの指摘があり、１月第２例会の検討事項とする。以上。 

 

 YMCA ニュース 

 
１．公益財団法人理事会の報告 

公益財団法人神戸 YMCA の理事会で、三宮新会館

の建設業者について審議がされ、ほぼ施工業者を決定

する段階となり、１月には正式決定の予定で 2016 年度

夏から秋にかけての竣工に向けて準備を進めています。 

2．国際協力募金 街頭募金 

12月 14日（日）の午後、神戸元町の大丸前において、

国際協力募金の街頭募金活動が行なわれました。これ

は国際委員会の呼びかけで、ワイズメンズクラブやボラン

ティアリーダーの皆さんが集まってくださり、大変寒い一日、

しかもルミナリエで混雑する大丸前で、募金を呼びかけて

くださり、多くの募金を得ることができました。 

3．冬期プログラム実施 

例年にない 12 月の大雪が伝えられている中、12 月 26

日から30日まで、信州で小学生スキーキャンプが実施さ

れました。大勢の子どもたち、ユースリーダーが冬の自然

の楽しさ、厳しさを体験し、また大きく成長する機会とな

りました。 

4．今後の予定    

神戸YMCA支援チャリティイベントすべての「いのち」が光

り輝くように、をテーマに田口 壮氏をお招きしイベントが

開催されます。神戸 YMCA 会館建築募金のチャリティと

してワイズメンズクラブ六甲部が企画してくださいました。 

日 時：１月 24 日（土）午後 2:00～5:00 

場 所：カトリック神戸中央教会 

入場料：1,000 円 

お申込み、チケット販売は本部事務局及び各ブランチ

窓口にて。 

 

編集後記 

元旦からの粉雪で街路樹が綿帽子になり、夜はシンシンと

深まり早や３日を迎えます。クリスマス、年の瀬の華やかな刻、

おいしいお料理、よそゆきの会話、家族の笑顔、笑い声、そ

れらが映画のシーンのように消えていき、私はカーテンの向こ

うの暗い山並みに向かいメランコリー。静かさは何と素晴らし

いものだろう。人が集まると顔ぶれ、席順、服装、会話の中

身などに神経を遣い勝手に疲れてしまう。そんななか昨年

末、音楽会付きのあるパーティに行きノーベル医学賞を受

賞された山中伸弥京都大教授とお会いした。氏は物静か

で、突出した研究技術と頭脳と地位にオーラを感じた。会

終了の際、さりげなく出口の机に置かれた「iＰＳ細胞研究

へ支援のお願い」の小さなパンフレットに気付く。難病に苦し

む人々を救う、限りない可能性を持っている iＰＳ細胞の

研究費はまだまだ足りないのだそうです。１月理事通信でメ

ネット事業の寄金贈呈先が決定した報告を知った。昨年、

芦屋クラブ例会で難病救済を呼びかけたあの女性はどうさ

れているのだろう。ワイズは小さな組織だからこそ、長期、中

期に、もう少し継続的な支援を考えてもいいのではないか

と・・・・。                      柏原佳子 


